
日本美術、特に古画の展覧会というと、どういった印象をお持ちで
しょうか。和室のない家も増え、なかなか馴染みがない形の作品や、
耳慣れない専門用語による解説によって、難解で格式ばっているよう
に感じ、苦手に思う方も多いのではないでしょうか。

本展では、当館戸方庵井上コレクションの絵画を中心に、「びょうぶ
【屏風】」「ろっきょくいっそう【六曲一双】」「たらしこみ」「すいぼくが【水
墨画】」といった名称、形、数え方、技法や表現に関する専門用語を
キーワードとしてあげて、作品とともに分かりやすく解説します。

長谷川宗宅《柳橋水車図屏風》や伝俵屋宗達・本阿弥光悦《卯
の花図屏風》、酒井抱一《朝顔図》といった名品を楽しんでいただくと
ともに、群馬にゆかりがある金井烏洲や小室翠雲といった作家の作
品など、主に近世から近代にかけて幅広く展示します。
また、画材や画法書、掛軸の箱といったものも展示し、画面からだけ
でなく、様々な見方から作品を紹介します。

当館で開催する古画の企画展示としては約3年ぶりとなります。ぜ
ひ気軽にご来館いただき、多彩な日本美術の世界をご堪能ください。

風外慧薫《布袋図》（部分）
群馬県立近代美術館 戸方庵井上コレクション

月岡雪鼎《蛍狩り図》

群馬県立近代美術館 戸方庵井上コレクション

長谷川宗宅《柳橋水車図屏風》
群馬県立近代美術館 戸方庵井上コレクション

尾形乾山《朝顔図》
群馬県立近代美術館 戸方庵井上コレクション

日本美術は、身近な生活空間を彩るだけでなく、時には使われる
道具や家具でもあり、様々な形をしています。
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金井烏洲《秋月書屋図》
群馬県立近代美術館 小室翠雲《春雨蕭々》 群馬県立近代美術館

速水御舟「つぐみ」 群馬県立近代美術館 速水御舟「ひたき」 群馬県立近代美術館

羽や翼、足
を部分ごと、
丁寧に描い
ています。

いろいろな向き
からの「ひたき」
を描いています。

完成された作品ばかりではなく、用いた道具や下絵、草稿にも注目します。作家の
興味や練習、学びの姿が見えてきます。

伊勢崎に生まれ、江戸時代に
活躍した金井烏洲。
館林に生まれ、近代に活躍し
た小室翠雲。
群馬県にも、かつて広く活躍し
た作家たちがいます。

当館の戸方庵井上コレクションは近世の絵画が充実していま
す。それぞれの描き方を比べてもらえるよう、分野や流派、画
題などでまとめて展示します。作品が見せるきらきらと輝く魅力
を探ります。

伝俵屋宗達・本阿弥光悦《卯の花図屏風》
群馬県立近代美術館 戸方庵井上コレクション

風外慧薫《布袋図》
群馬県立近代美術館 戸方庵井上コレクション

酒井抱一《朝顔図》
群馬県立近代美術館
戸方庵井上コレクション
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展覧会名 日本美術のススメ
― キーワードと巡るぶらり古画探訪 ―

会期 2017年7月15日（土）－8月27日（日） （開館39日間）

休館日：毎週月曜日（7月17日、8月14日を除く）、7月18日
※会期中、一部展示替えを行います。

開館時間 午前9時30分～午後5時（入館は16時30分まで）

主催 群馬県立近代美術館

後援 上毛新聞社、朝日新聞社前橋総局、毎日新聞前橋支局、読売新聞前橋支局、
産経新聞前橋支局、東京新聞前橋支局、日本経済新聞社前橋支局、
NHK前橋放送局、群馬テレビ、株式会社 エフエム群馬

会場 群馬県立近代美術館 展示室1

観覧料 一般 610（480）円、大高生 300（240）円
※（ ）内は20名以上の団体割引料金
※中学生以下、障害者手帳等をお持ちの方とその介護者1名は無料

内容 絵画、版本 90点程度

関連事業 ◆記念講演会
8月12日（土） 午後2時～3時30分
「江戸絵画のすすめ」 安村敏信氏（萬美術屋）
※先着200名（申込不要）、無料、2F講堂にて

◆学芸員による作品解説会
7月29日（土）、8月16日（水）

※各日とも午後2時～3時 申込不要、要観覧料、展示会場にて

担当者／連絡先 群馬県立近代美術館 学芸員 太田佳鈴
〒370-1293 高崎市綿貫町992-1
Tel. 027-346-5556（直通）/5560（代表） Fax.027-346-4064
E-mail：ota-ka@pref.gunma.lg.jp
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仙厓義梵《万才図》（部分）
群馬県立近代美術館 戸方庵井上コレクション


